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5 種類の水解酵素はアゾ色素結合法で、 9 種類の脱水素酵素(DH) はNitro-BT法で検索した。
D Autoradiography によるキ食索
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1. 採点法による 5 項目の点数は全症例ともO 点であった。





1. 腺腫状増殖の採点、法による 5 項目の点数は l 点から 10点であった。 5 項目の点数が10点で、
さらに腺増殖のびまん性と侵入が認められた例を腺癌と判定した。
2. 腺腫状増殖では、 lactic DH (LDH) , malicDH(MDH) , G 6 PDHが、腺癌ではALP， LDH , 









少量の estrogenを併用投与した症例では、 gestagen単独投与例に比し、 1300~ 1400mg少ない投
与量で反応が出現した。
2. 腺腫状増殖に台いては、大量投与により ALP， G6PDH, IDH ， α-glycerophosphateD H 












学的に、またautoradiography により研究した。結果: 1 )5 項目の形態学的所見に点数を与える採点法
によると、正常内膜では O 点、異型内膜では 1 ~10点であった。 2 ) gestagen投与効果として、異
型内膜細胞の分泌期類似像、間質の脱落膜様変化が認められた。 3 )これらの反応出現に併い、 5
項目の点数、酵素活性および3H-Thymidine摂取率がいずれも減少した o 4 )少量のestrogen を併
用投与すると、より少量のgestagen投与で、反応が出現し、しかもより著明に点数と 3 H-Thymidine 
摂取率が減少した。
以上の成績から、 1) 5 項目にぞれぞれ点数を与える総合採点法は、形態学的に異型性の有無な
らびに強弱の判定に、またgestagen投与の判果の判定には、きわめて適切な判定法であること、 2 
)少量のestrogenを附加することによってgestagen作用効果が著しく促進されることを見出すととも
に、 3) gestagenが特に直接異型内膜細胞に働き、細胞増殖を主目的とする代謝活動を機能的分化
の方向ヘ誘導する作用を発揮するに至るなど、子宮内膜異型性と gestagenに関する本研究は、今後の
子宮内膜癌の予防と治療とに向って有力な示唆を与えるものと考えられる。
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